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活動内容 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
豊田市旭地区にあるお菓子工房です。メンバーは8人、全員女性です。毎週1回（木曜日）に集まりお菓子を作って、

販売しています。地元産食材を使いクッキー、クラッカー、マフィン、ケーキなど「心と体にやさしいお菓子」を作ってま
す。もともと保育園跡地で、敷島小学校の隣・杉本こども園の上という立地状況であり、お母さんが子供を迎えに来る
ついでにお菓子を買いながら交流の場となっています。 
併設の交流スペースにて、毎月の第1木曜日はみんなでカレーを持ち寄る「カレー研究会」が開催され、コミュニケー
ションを楽しんでいます。 
・毎週木曜日11:00～16:00「すぎんこ」のお菓子販売 
・毎月第1・3水曜日11:00～14:00「めぐちゃんパン」の販売 
・毎月第4月曜日11:00〜14:00「たまちゃんパン」の販売 
・毎月第2金曜日11:00〜14:00「ジオジオパン」の販売 
 
※スケジュールは変更になる場合があるので、Facebookページでご確認ください。 
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すぎん工房（すぎんこチーム） 

会のモットー（何を大切にしているか） 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
無理をせず、楽しく続けていきたい。お菓子を作りながら、会話を楽しんでいます。 

設立から現在に至るまで変化したこと 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
・Ｉターンの女性たちが人とのつながり、情報交流の場として、おやつを持ち寄り会話を楽しんでいたのが始まりです。そ
の後、安全な材料を使った手作りのお菓子を求めている方々がいることが分かり、仲間でやってみようということになり
ました。 
・地元で材料を生産してくれる団体とつながることができました。 
・立ち上げメンバーは6人、転居などで入れ替わりを経て現在は8人です。 
・パン作りの得意な知人に声をかけ、パンを販売してもらえるようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 

連携している団体・専門家・自治体など 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
いこまハウス（材料のくるみを収穫・加工してもらっています）、敷島自治区産業部（材料の野菜を栽培してもらっていま
す）、つくラッセル、おいでん･さんそんセンター、ぬくもりの里など様々な地域の活動団体のイベントなどでお菓子の販
売を行っています。 
 

キャッチフレーズ 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
地元の農産物とこだわりの材料を使った「心と体にやさしいお菓子」を作ってます。 
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その他、伝えたいこと 
─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
・自分たちが子どもに安心して食べさせられるお菓子を作っています。乳製品、卵、小麦不使用のお菓子もあります。 
・Ｉターンを考えている方々、豊田市旭地区には仲間がたくさんいますよ。先ずは、「すぎん工房」を訪れ、私たちとお茶
を飲みながら、楽しくお話することから始めましょう。 
 

チームオリジナルの質問 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
＜質問内容＞将来どう発展させていきたいですか。 
＜答え＞・お菓子の種類は現在約30種類ありますが、米を使ったお菓子などバリエーションを増やしていきたい。 
      ・メンバーが増えれば、週1回の集まりを週2～3回にできるようにしたい。 
      ・今後メンバーを増やし、ギフトの宣伝をし需要を増やしたい。 
      ・若い人のメンバーを増やし、将来的に継続してやっていきたい。 
 
 

今後やってみたいこと 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
・昨年までは、市の補助金もあり遠方から講師を呼んでパン教室をやってきた。今年は自立してやったが、忙しかった
こともあり、昨年の回数までできなかった。パン教室、お菓子づくり・・等いろいろな講座を設けたい。（やって欲しいとい
う声もあります。） 
 
・周辺には高齢者も多く、和菓子の要望もあるが、日持ちの問題もあり課題となっています。その他、米を使ったメ
ニューも増やしていきたい。 
 

そのためにはどんな情報・人脈が必要か 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
・コミュニティの場であり、いろいろな人が集う場であるため、人脈を広げていきたい。 
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現在直面している課題 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
・農家や小さい子どものいるメンバーもおり、繁忙期には人手がたりない。メンバーをもっと増やせたら良い。お菓子の
注文も大口になると今の人数では対応ができないこともあります。 
・メンバー募集中（男性OKです。） 
・工房の稼働率が上がると良い。（いろいろな年代の方々に参加してもらいたい。） 

流域圏の担い手づくりに関わる具体的な活動（例：小仕事づくり、地域資源の活用など） 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
・私たちの活動（お菓子を作りながら交流できる場）で、「豊田市旭地区に行ってみたい！移住したい！」となってもらえ
たら良いな。 
・地元食材を利用してお菓子を作ることで地域の連携が生まれています。 



写真 
 

32 

貴重な体験を語っていただきました。 
笑顔がステキです。 

取材中にも園児の皆さんが大好物のクッキ
ーを「お買いもの」です。 

おいしい手作りクッキー。種類も豊富です。 旧保育園の一室を改装し、2016年4月にオ

ープンしました。工房となりの部屋は、コミュ
ニティスペースとして開放中。ただいま会員
を募集中です。 


